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 論文審査の結果の要旨
 阿部憲孝提出の論文は,ベンゾ〔cd〕アズレγ系化合物の合成に関するもので,五章よりな
 っている。縮合多環系化合物は,芳:雷族性の見地から,その購造および反応性に興味が持たれ,
 近年盛んに,合成その他の研究がなされつ㌧ある。べyゾ〔cd)アズレン系化合物もその一つ
 であるが,アズレン核を含む点に特色があり,非ベンゼン系芳香族化合物の立場から大いに硯究
 の望まれている縮合多環系化合物である。著者は,ベソゾ〔cd〕アズレン系化合物を合成し,
 その性質を明らかにする昌的でこの硯究を行った。
 ベンゾ〔cd〕アズレン系化合物の合成の第一段階として,まず,アズレン核に側鎖置換基を
 灘入する方法について検討し,アズレソカルポン酸エステル類に対するグリニヤール試薬の反応
 により,アズレγ核の2,蛋6位に置換塞が導入されることを見謁し,この方法によって,フェニ
 ルアズレン類その他のアズレン誘導体の合成を行っている。ついで,これらのアズレン置換体に
 ついて,縮環反応を行うことにより各種のべγゾ〔cd〕アズレン系化合物の合成に成功した。
 すなわち,ベンゾ〔cd〕アズレンー3一オソ類ンナフト〔3,2,i-c毬)アズレン類など,ア
 ズレン核を含む各……三,園,五および六環系の縮合多環系化倉物の合成を行っている。さらに,合
 成したベソゾ(cd〕アズレン系化合物の化学性を明らかにし,また赤外吸収スペクトル,電子
 スペクトル,核磁気共鳴吸収スペクトル,マススペクトルなどの検討結果から,これらの化合物の
 繊造についての知見を得ている。
 以上のように,著者は,数多くのべγゾ〔C磯〕アズレン系化合物に成功し,さらにそれらの
 構造および化学性を明らかにしている。これらの結果は,縮合多環系化合物の化学ならびに非ベ
 ンゼγ系芳香族化合物の化学に,貴重な知見を与え,この分野の化学の進展に大いに貢献するも
 のであり,本論文は,博士の学位論文として十分な内容のものである。よって岡部懸孝提出の論
 文は理学博士の学位論文として合格と認める。
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